
液状化調査 ●液状化の危険度が簡単に分かる
●状態に応じて適切な地盤対策ができる
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※上記判断は日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」による簡易判定表及びＳＤＳ試験を利用した目安であり、

   最終判断は設計者が行ってください。

※地盤サポートシステムは液状化や地震等の自然災害に起因する損害は免責となります。（詳細は地盤ｻﾎﾟｰﾄｼｽﾃﾑ規定を

    参照して下さい。）

※本件は設計業務として提供するものではありません。

※日本建築学会「小規模建築物基礎設計指針」  図5.6.3 液状化の影響が地表面に及ぶ程度の判定による

計
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ＳＤＳ試験結果による液状化の検討 Ⅰ
物件名称 改定

液状化の影響が地表面に及ぶ程度の判定
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最適な地盤対策のために
液状化の可能性を判定

□□□□ホームは、地盤調査時に液状化の可能性を合わせて

調べることのできる試験方法を導入しています。詳しい土質を判

断できる地盤調査（SDS試験）の実施時に地下水位も測定する

ことで、通常の地盤調査ではできない液状化の可能性を3段階

で判定。建築地の災害時液状化の可能性を詳しくチェックできま

すので、状態に応じた適切な地盤対策や基礎工事が行えます。
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